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高
橋
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氏
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附
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一
去
る
十
月
一
百
日

、
曲里
の
高
橋
藤
議
長
を
補
佐
し

、
議
会
の
円
滑
滑
.
な
な

一

H

一
氏
が
、
動
勲
…
六
等
に
叙
せ
ら

れ
単
運
営
に
努
め
、
町
政
の
振
興
発
展
に

い

一
光
旭
日
章
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

尽
{
捧
厚
さ
れ
ま
し
た
。

一

一
高
橋
氏
は
、
昭
和三
十
四
年
川
昭
和
四
十
六
年
に
は
助
役
に
就

←

一内
町
議
会
議
員
に
初
当
選
、
以
来
任
、

一
一
一
期
十
二
年
間
に
わ
た
り
在

一
院
災
行
政
無
線
の

日
和
四
十
六
年
ま
で
連
続

三
期
十
職
し
、
町
政
の
円
滑
な
推
進
に
努

←

S
T4

…
一
一年間
在
職
し
、
卓
抜
し
た
識
見
め
ら
れ
、
地
方
自
治
の
振
興
発
展

…
戸
別
受
信
機
の
設
置
に
ご
協
力
を

1

一と
清
廉
潔
白
な
人
柄
に
よ
り

、
そ
に
多
大
の
功
績
を
挙
げ
ら
れ
ま
し

一
来
年
度
廃
止
予
定
の
有
線
放
送
訪
問
し
て
設
置
し
ま
す
の
で

、
ご
協

管
し
て
い
た
だ
き
ま
す

。

ゅ
の
う
ち
六
年
間
を
副
議
長
と
し
て
た

。

叩
電
話
に
か
わ
り

、

各
家
庭
に
無
線
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

{
個
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要
な
事
項
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中学校教育功労者

交雷阪宣表彰
川内中学校長

渡部良 氏

去
る
十
月

三
十
日
、
東
京
で
、

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
ご
臨
席
の
中
、

文
部
大
臣
よ
り

川
内
中

学
校
長
の

渡
部
良
温
氏
が
中
学
校
教
育
功
労

者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
、
昭
和

三
十
五
年
教
職

に
就
か
れ
て
以
来
、
県
下
各
校
の

教
諭

・

教
頭
、
つ
い
で
愛
媛
県
教

育
委
員
会
指
導
主
事
等
を
歴
任
さ

れ
、
現
在
、
川
内
中
学
校
長
の
職

に
在
り
ま
す

。

こ
の
間
、
愛
媛
県
教
育
研
究
協

議
会
の
組
織
局
長
、
副
会
長
と
し

ご目
店皿
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戸別受信機の大きさ l 

〈 重さ 〉 約570g I 

く たて > 23cm 

く よこ > 13cm 

< J享さ > 6 cm 

経
費
に
つ

い
て

カ
一
世
帯

一
台
、
町
よ
り

無

償
貸
与
と
し
、
各
家
庭
で
保

て
県
下

二
力
人
を
擁
す
る
教
職
員

の
資
質
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、

愛
媛
県
教
育
会
理
事

、

愛
媛
県
校

長
会
理
事
、
愛
媛
県
美
術
教
育
連

盟
顧
問
、
温
泉
郡
校
長
会
長

等
の

要
職
に
あ
っ
て

、

学
校
教
育
の
振

興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。



公的年金制度の全体像
公的年金制度は 、 すべての人を加入対象として共通の基礎年金を支給する「国民年金」

と 、 会社員や公務員を加入対象とした報酬比例の年金 ( ，厚生年金」 ゃ 「共済組合J ) の、

2 階建てのしく みに な っ ています。 会社員や公務員は基礎年金に上乗せ し て厚生 (共済)

年金が受けられます。

厚生年金 ・ 共済組合 世代闘で衰えあう

国民年金(基礎年金) 仕組みになっています
第 1 号被保険者 第 2 号被保険者 第 3 号被保険者 被保険者のみなさんが納めている保険料，は、みな

自営業者など サラリーマ ン ・ サラリーマ ン ・ さん自身の将来の年金につながると同時に、今の

公務員など 公務員の妻な ど 受給世代の年金給付の財源にな っ ています。 年金

Q&A シリーズ

画古い建物なのに固定
資産税が下がらない

のはなぜですか?

I Al 家屋一課税川みは、一
[竺竺平」 大臣が定めた固定資産評価基準に基づ

き、再建築価格を算出します。 この再建築価格に

経年減点補正率を乗じて評価額を決めます。

再建築価格…評価の対象となった家屋と全く

同じものを、評価の時点においてその場所に

新築するものとした場合に必要とされる建築

費のこと

経年減点補正率・・・家屋の建築後の年数の経過

による減価等を表わしたものですから 、 家屋

の耐用年数に伴う減価償却に よ る価格の逓減

という考えかたとは異なるのです。

家屋の評価は、 3 年

ごとに評価替えをして

いますが、自治大臣が

iljU度は世代と |止代の支え合いのしくみです。

保険料納付 1"2年金を受給

現役世代 ' 高齢世代

.且唱邑唱邑司‘~，.;'‘・~...... .......:'・司邑E・E・.:.a................... ,.",,... ............... ・

年盆街IJ陵lõS年!こ|度、雲際問主
次の年金制度改正は平成 1 1 年です。

年金制度は 、 社会経済の変動や生活水準の向上など

にあわせて 、 少な く とも 5 年に 1 度の見直しを行っ

ています。 経済の低成長や少子化など年金制度をと

境は厳しくな っ ています。長期的に確実な

給付を行うために必要な制度改正カf平成 1 1 年に予

定されています。
.邑~........................ ,...,. ...... ,_. .......... ~司邑;..，.~・E・................ .，_"..................・

日亙百

温泉配湯の終了についてのお知らせ
川内町では、平成 7 年より松瀬川西組地区にある 川

内温泉の無料配湯を行って参り ましたが、給湯管工事

の関係上、又川内町ふるさと交流館への配湯を行うた

め、 平成10年 1 月 4 日をもちまして配湯を終了 させて

いただきます。

永らくのご利用有り難うございました。 お蔭を持ち

まして、泉質・効能等充分町民の皆様にもお解りいた

だけたものと考えております。

今後はふるさと交流館におきまして、 家庭 とは又一

味違う温泉をお楽しみ頂けるよう施設の建設を行って

いるところです。

川内町ふるさと交流館は、平成10年 4 月に開館を予

定致しておりますので、 開館に際しましては、是非当

施設をご利用頂きますようお願い申しあげます。



お
知
ら
せ

鳥
獣
保
護
区
の
設
定

毎
年
十
一
月
十

五
日
か
ら
翌
年
二
月

十
五
日
ま
で
は
狩
猟
期
間
で
す
。

現
在
町
内

に
は
「
鳥
獣
保
護
区
」
「
休
猟
区
」
「
銃
猟
禁
止
区
域
」
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

狩
猟
を
さ
れ
る
方
は

、

狩
猟
に
伴
う
危
険
防
止
に
特
に
配
慮
し

、

事
故
の
な
い
よ

つ
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

、司ー . 
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川内町

管内図

(注)

「塩ヶ森ふるさと公園」は 、 入園者の安全確

保のため 、 狩猟者の立入を禁止 しております0

・ 鳥獣保護区等において、野猿、イノシシ等に

より農林作物に対し著しい被害が発生する場

合には 、 有害鳥獣駆除を実施することができ

ます。

区域名 地区名 内 ~モ~ 設定期間

J亀 {~V~の積極的な保護増殖を H3'1l'1 
l為 t~* 

時台野 UJ 図るため、 1 0年間鳥獣の捕
保護区

獲を禁止する 。 H13 ・ 1 0 ・ 31

狩~Jfl鳥獣の生息数の自然、的 H7 ・ 11 . 1 

休部rl 区 松瀬 川 回復を促進するため、 3 年

間鳥獣の捕獲を禁止する 。 H10 ・ 10.3 1

銃猟による危険を未然に防
H3 ・ 11 ・ l

銃密ìl 禁止 止し 、 また静ひつを守るた
前松瀬川

区 tB.x め、 1 0王手間主充 ~ììl による鳥w*
H13.1O.31 

の捕獲を禁止する 。

一
臓
器
移
植
は、
あ
な
た
の
優
し

討
さ
と
お
も
い
や
り
に
よ
る
臓
器
の

一提
供
が
あ
っ
て
こ

そ
、

成
り
立
つ

一
も
の
で
す
。

一
臓
器
提
供
意
思
表
示

…
カ
I

ド
(
ド
ナ
l
カ
i
ド
)

…
に
つ
い
て

一
平
成九
年
十
月
十六
日
か
ら施

…行
さ
れ
て
い
ま
す
臓
器
の
移
植
に

一
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
ド

ナ
ー

一
カ
1
ド

が
健
康
セ
ン
タ
ー
の
窓
口

一に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ぬ

こ

の
法
制
定
は

、

我
が
国
に
お

一け
る
移
植
医
療
の
適
正
な
実
施
を

一
図
る
た
め

、

臓
器
の
移
植
に
つ
い

一
て
基
本
的
理
念
が
定
め
ら
れ
、
田

口
や
地
方
公
共
団
体
の
責
務
が
明
ら

一か
に
さ
れ
る
と
と
も
に

、

脳
死
し

一
た
者
の
身
体
を
含
む
死
体
か
ら
の

一
移
植
術
に
使
用
さ
れ
る
た
め
の
臓

い
の
ち
へ
の

優
し
さ
と
お
も
い
や
り

-



12月のイベント

人生80年代の今日 、 単に長生きするだけでなく、生

活の質を高め、健康でいきいきと過ごすことが望まれ

ています。 このため 、 歯周病などにより歯を失うこと

を防ぎ、豊かな生活が保たれるよう 8020運動 (80歳で

20本以 卜 の自分の歯を保とう ) をより 一層推進するた

め、成壮年層を対象に 、 歯と歯くいきの健康づくりのた

めのセミナーが開催されます。 ぜひご参加 くださし、 。

イ崖

時
所
容

王

日
場
内

夕、イキヒメッツによるバレーボール教室

日時 12月 7 日( 日 ) 13:00 ~ 

場所川内勤労者体育センタ ー

講 師 ピーチハレーポールチーム 「ダイキヒメッツ J

医監

-
J
 

-I
 

,f レ九
E
Ii
 

-
言
"

0

0
0
 

参加者全員 に歯ブラシ

のプレゼ ン ト があり ます

記念トーク
日時 12月 7 日 ( 日) 20:00 ~ 

場所川内IIfr中央公民館大ホール

UMlEI 入場整理券は川内町体育協会事務局 (fi
966-472 1 ) で取り扱っております。

G三:::0
ダイキヒ メ ッツ

佐伯美香選手

記念式典
日時 12月 7 日 ( 日 ) 1 9 : 00 ~ 

場所川内 11町中央公民館

口 のなん!臓閲器
臓 で法機器すの
器 す的関売る摘
提 。 枠に貿記出
イ共 組対の fまの
に みす禁の要
闘 がる止作件

定規、成

め 制 )臓及臓
間 ら等お 1~' 荷
い れ 、 あ長移
合 た 必、 つ 方植
わ も要せ 'てに

問い合わせ先

川内 111] 健康センター

包 966-2 1 9 1

北条市 -jRL泉郡地区保健対策協議会

松山中央保健所

平成 9 年 12 月 5 日 (金 ) 1 3 : 00 ~ 16 : 00 

川内 111] 中央公民館大ホール

0 講演 「自分の歯で、健やかな人生を

-8020をめざして」

松山中央保健所

笹井啓史

すぐにわかる歯周病チェック

歯のl書き方指導

l!fi の健康相談 ・測定コーナー

・ ブラ y シング指導 , I皮合力制IJ定

・ j血圧測定 ・ 体脂肪illlJ定

など

(J-if?--j-) 
愛媛大学教綬
県バレーボール協会長

i度音ß U青行先生

有線 583 3 
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読書週間にちなんで、 日頃読んだ本の中で特に感銘を受けた本の

感想文を募集いたし ま したと こ ろ 、 30点の応募があり ま した 。

審査の結果、 応募作品の中から、次のとおり入選(10点) 、 佳作

( 12点)を選び、表彰状及び記念品を贈りました。

入

、aa

疋圭

(敬
称
略
)

O
小
学
校
低
学
年
の
部

「
ひ
ろ
し
ま
の
ピ
カ
」

清
家
友
梨

(
西
谷小
三
年
)

O
小
学
校
高
学
年
の
部

O
中
学
校
の
部

「あ
い
た
かっ
た
よ
カ
ネ
チ
ン」

黒
尾
亜
由
美

(
東
谷小
四
年
)

「
平
和
の
清
き
河
」

手
島
聖

一
朗

(
西
谷小
五
年
)

「愛
犬
ボ
タ
ン
は
ぼ
く
の
耳
」

石
田
美
貴
子

(
東
谷小
六
年
)

功て
5え

川 出立
|1 者

/.r:幸
コ二 子

務
li'iIJ' 

~、 σ〉

川 崎よと
内 23 レ
中口υ ず

二二 日刀 ケ

ZEZ 

ー

l
f

p

「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

時
国

戸
井
未
来

A
4
4
司

(川
内
中

三
年
)

O
一
般
の
部

-
v

「氷
点
」

m
斗
d
回

近
藤

真
紀
子

(高
校
生
)

~ 

高粒
須米

則 賀
之c:f.n
巴当

トFd
l
 

西
谷
小

一
年

川
上
小
二
年

東
谷
小
二
年

川
上
小
三
年

。
四
年

。

四
年

東
谷
小
五
年

川
内
中

一
年

二
年

二
年

佳
イシイシ

高
校
生

一

般

清
家

メ入
寸

西
武
智
)1/ 
111奇

野
口

村
上
マ
リ

ナ

中
村

竜 俊一恵
馬南 治征 梨

将
貴

由
紀

伊
藤
彩

大
石
絵
里
香

高
橋
寛
子

戒
能

植
田

審
査
を

終
え
て

審
査
委
員
代
表

川
上
小
学
校
教
諭

大
野

元
子

私
達
は
、
読
書
に
よ
っ
て
た
く

さ
ん
の
「
感
動
」
や
「
発
見
」
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。

今

年
も

、

感
性
豊
か
な
感
想
文
が
数

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

。

小
学
校
低
学
年
の
作
品
に
は
、

お
話
の
中
に
自
然
に
入
り

こ

ん
で

主
人
公
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
楽

し
ん
だ
り
ど
き
ど
き
し
た
り
し
た

こ
と
が
、
と
て
も
素
直
な
言
葉
で

表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

高
学
年
の
部
で
は
、
主
人
公
と

自
分
を
重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
自
分

の
こ
と
を
さ
ら
に
探
く
見
つ
め
、

考
え
た
こ
と
を
上
手
に
ま
と
め
て

述
べ
て
い
ま
し
た

。

中
学
校
の
部
は
、
主
人
公
に
共

感
す
る
だ
け
で
な
く

、

世
の
中
の

矛
盾
を
鋭
く
批
判
し
、
自
分
の
生

1元

き
方
に
お
い
て
大
切
な
も
の
を
見

い
出
し
て
い
る
す
ば
ら
し
い
作
品

ば
か
り
で
し
た
。

一
般
の
部
に
は

、

幅
広
い
年
代

の
方
か
ら
作
品
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

読
者
に
よ
っ
て
自
分
の

世
界
を
広
げ
て
い
こ
う
と
す
る
前

向
き
な
姿
勢
や
自
己
を
鋭
く
見
つ

め
る
感
性
の
豊
か
さ
に
感
動
さ
せ

ら
れ
ま
し
た

。

読
書
の
楽
し
さ
と
は
、
本
の
世

界
の
中
に

、

我
を
忘
れ
て
入
り
こ

み
、

楽
し
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

。

い
ろ
い
ろ
な
本
を
読
む
こ
と
に
よ

り
、
応
募
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
よ

う
に

、

感
動
し
た
り
発
見
し
た
り

で
き
る
、
そ
し
て
人
生
の
糧
と
な

る
よ
う
な
本
に
出
会
え
る
こ
と
と

思
い
ま
す

。

が手
でに
し取
よつ

って
か読
。 ん

で
み
て
は
し、 ー

か冊

み
な
さ
ん
も
、
こ
の
え
\

a‘ 



，

の

こ
の
真
実
な
教
育
を
と
も
にそ

第
二
十
四
川
内
町

同
和
教
育
研
究
大
会
よ
り

ー
「
人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
十
年
」
と
同
和
教
育

1

寺

}山
川
巾

h
v
ロ

こ
れ
か
ら
の
人
権
教
育

1

差
別
解
消
に
役
立
つ

教
材
の
開
発
i

同和教育だより

一 .

解
体
新
書

(地
区
の
人
々
の
役
割

)

解
体
新
書
は
、
杉
田
玄
白
と
前

野
良
沢
と
い
う
江
戸
の
お
医
者
さ

ん
が
書
き
残
し
た
と
て
も
素
敵
な

本
で
、
近
代
医
学

・

近
代
学
問
を

生
み
出
し
た
医
学
書
な
ん
で
す

。

実
は
、
解
体
新
書
の
元
に
な
る

オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
い
た
夕
|

ヘ
ル

ア
ナ
ト
ミ
ア
と
い
う
本

、
こ

の
本

を
良
沢
も
玄
白
も
長
崎
へ
学
問
に

出
て
い
た
時
に
、
借
金
を
し
て
買

っ
て
い
る
ん

で
す
。

買
う
て
る
ん

で
す
け
ど
オ
ラ
ン
ダ
語
で
す
か
ら

自
由
に
読
め
ま
せ
ん

。

そ
の
本
の
中
に
心
臓
を
赤
く
ぬ

っ

て
肺
を
青
く
ぬ
っ
た
人
体
の
絵

が
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

五

ぞ
う
ろ

つ

ぷ

臓
六
附
と
い
う
こ
と
で
教
え
ら
れ

墨
+

-
売

先
生

て
き
た
け
れ
ど
、
本
当
に
人
間
の

体
の
中
は
こ
ん
な
に
な

っ
と
る
ん

や
ろ
か
、
と
オ
ラ
ン
ダ
語
の
本
を

見
な
が
ら
ず

っ
と
考
え
と
っ
た
ん

で
す
ね
。

あ
る
日
、
玄
白
は
江
戸
の

刑
場

で
死
体
の
解
剖
が
あ
る
と
い
う
知

ら
せ
を
受
け
、
良
沢
と
一
緒
に
観

臓
の
場
へ
や
っ
て
来
ま
し
た

。

さ
て

、

解
剖
の
こ
と
は
低
い
身

分
の
虎
松
さ
ん
に
頼
ん
で
い
た
の

で
す
が
、
こ
の
日
は
代
わ
り
に
九

十
歳
の
お
じ
い
さ
ん
が
や
っ
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

医
者
た
ち
が
ぐ
る

っ
と

取
り
巻
い
て
見
学
を
し
て
い

る
真
ん
中
で
、
死

刑
に
な
っ
た
人

の
体
を
手
際
よ
く
解
剖
し
て
い
き

り
ん
が
く
こ
と
は
じ
め

ま
し
た
。

関
学
事
始
と
い
う
本
に

こ
の
事
は
書
い
て
あ
る
の
で
す

が
、
日
本
の
教
科
書
は

、

日
本
の

学
校
の
先
生
は

、
教
室
の
中
で

一

回
も
し
ゃ
べ
ら
ん
と
今
ま
で
来
た

ん
で
す
よ
。

低
い
身
分
の
人
を
見

下
げ
た
り
、
差
別
の
対
象
と
し
て

見
る
だ
け
で
な
し
に
、
そ
の
人
た

ち
が
ど
ん
な
に
優
れ
た
仕
事
を
残

し
て
き
た
の
か
、
ど
ん
な
に
社
会

的
に
役
立
っ
て
き
た
の
か

、
へ
え
、

そ
う
だ
つ
た
の
か
と
驚
く
よ
う
な

こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
ね

。

こ
れ

は
作
り
話
で
は
な
い
本

当
の
話
な

ん
で
す
か
ら
。

今
度
、
小
学
校
の
教

科
書
に
こ

の
こ
と
が
載
っ
た
ん
で
す
。

よ
か

っ
た
な
あ
と
思
い
ま
す

。

差
別
の

対
象
と
し
て
見
下
げ
る
ん
で
は
な

し
に
、
歴
史
や
文
化
の
継
承
者
と

し
て
、
多
少
驚
い
た
り
尊
敬
を
払

っ
た
り
し
な
が
ら

、
人
間

を
人
間

と
し
て
と
ら
え
て
い
く
、
そ
う
い

う
小
さ
な
足
掛
か
り
が
教
科
書
の

中
に
で
き
た
と
い
う
こ
と
を
喜
び

た
い
と
思
い
ま
す

。

二
.
貧
し
い
人
々
の
く
ら
し

(子
守
り
歌

を
と
お
し
て
)

「竹
田
の

子
守
歌
」
と
い
う
の
は

、

京
都
の
郊
外
の
竹
田
と
い
う
同
和

地
区
で
歌
わ
れ
て
い
た
子
守
歌
な

ん
で
す
。

番

守
も
い
や
が
る

盆
か
ら
先
は

雪
も
ち
ら
つ
く
し

子
も
泣
く
し

で
っ
ち
奉
公
や
子
守
泰
公
に
出
さ

れ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
歌
の
中
に
は
お
盆
と
お
正
月
に

し
か
家
に
帰
れ
な
い
、
そ
う
い
う

奉
公
を
し
て
い
る
子
供
た
ち
の
い

ろ
ん
な
思
い
が
に
じ
ん
で
い
ま
す

ね
。

こ
の
歌
を
中

学
校
の
授
業
で

取
り
上
げ
て
子
供
た
ち
の
感
想
を

聞
く
と
「
同
和
地
区
の
人
た
ち
は

か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
し
た

。

」

と
い
う
感
想
で
し
た
。

翌
年
は
工
夫
し
て
「
五
木
の
子

守
歌
」
と
抱
き
合
わ
せ
で
授
業
を

l
u
土J
F
1レ
ト
~。

円
お
ど
ま
盆
ぎ
り
盆
ぎ
り

盆
か

ら
さ
き

ゃ

居
ら
ん
ど

く
り
や

早
よ
も
ど
る
‘

一
番
の
世
界
は
全
く

二
重
写
し

の
世
界
で
す
ね
。

五
木
の
子
守
歌

に
も
悲
し
い

言
葉
が
い
っ

ぱ
い
あ

盆
が
早
よ

り
ま
す
ね
。

日
本
の
近
代
の
初
め
に
こ
う
い

う

暮
ら
し
が
あ
っ
た
。

こ

ん
な
暮

ら
し
い
や
や
な
あ

、
せ
つ
な
い
な

あ
。

「
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま

し
た
」
そ
ん
な
世
界
で
な
い
わ
け

で
す
ね
え
。

こ
の
よ
う
な
生
き
方

が
強
い
ら
れ
る
よ
う
な
時
代
と
い

う
の
は
大
変
ゃ
な
あ
、
ま

っ
ぴ
ら

や
な
あ
、
そ
こ
か
ら
入
っ
て
い
っ

た
方
が
ち
ゃ
ん
と
し
た
道
が
見
え

て
い
く
わ
け
で
す
ね
え

。

で
、
音

楽
の
先
生
は
音
楽
の
先
生
な
り
に

子
守
歌
の
授
業
か
ら
部
落

差
別
を

な
く
し
て
い
く
た
め
に
、
い
ろ
い

ろ
工
夫
し
て
頑
張
っ
て
い
る
わ
け

で
す
。

人
権
文
化
と
い
う
の
は
"
思
い

や
り
“
の
上
に
"
思
い
め
ぐ
ら
し
“

が
整
っ

て
い
く
生
活
や
と
思
う
ん

で
す
ね
。

人
権
尊
重
の
町

宣
言
が

採
択
さ
れ
た

川
内
町

で
は

、

部
落

差
別
を
は
じ
め
い
ろ
ん
な
差

別
を

な
く
す
る
た
め
に
、

「
ゃ
あ
、
こ

ん
な
素
敵
な
こ
と
が
見
え
て
き
た

な
」
て
な
こ
と
を
み
ん
な
で
工
夫

し
て
、
い

っ
ぱ
い
い

っ
ぱ
い
創
り

出
し
て
い
く
、
そ
う
い
う
事
が
今

か
ら
始
ま
る
ん
だ
ろ
う
と
思
い
ま

す
。



カメラレポート

一戸吃ずですで=:::--=-:;、

公民館対抗種目総合得点表 公民館対抗種目別第 1 位集計表

~ 公民館名 得点 種 目 公民館名 種 目 順位 団体 ・ 公民館名

*心会 ぷ口》、
Jl8・東公民館

優勝 116 
ダンクシュート 滑 川 公民館

8 1 j向 防 団

部。，じ、、 F百、
則之内西公民館

準優勝 105 

クリ ー ン大作 l段 町 東公民館

どんとふんでみよう 前松瀬川公民館
職域リレ ー 2 田井能自動車

守~{~~、 t口』
i骨川公民館第 3 位 101 なわない競争 井内公民館 3 商工会青年部

7弘m:::，下 正口》、
河之内公民館第 4 位 99 

主Fμ5じb‘ tにコ" 
前松瀬川公民館

第 5 位 98 

公民館対抗
北方西公民館

障害物リレー 男子

公民館対抗
河之内公民館

障害物リレー 女子

グランドボーリング 則之内西公民館

前松瀬 川 公民館

公民館リレー 2 河之内公民館

司。，八E- '1白、
北方西公民館第 6 位 98 公民館対抗綱引き 則之内西公民館 3 北方西公民館

a通h



力メラレポート

則之内トンネル貫通4 

10月 22 日、四国縦貫松山 自動車道 (いよ西条~川内問 ) の 4 車線

化工事で、則之内 ト ンネルが貫通し 、 貫通式が行われました。

貫通式には、地元や工事関係者ら約70人が出席し、 貫通を祝いま

した 。

A釜
山
町

勤
卸

運
駄

大
前

回
者

5

齢
第
高

惨

則之内トンネル工事

2 通発破点火位 置

10月 23 日、重信川河川敷のふれあい広場で、

開催されました。

当 日は、快晴、絶好のスポーツ日和で 、 参加 した皆さんは、 童

心にかえ っ て 、 競技を楽しみました 。

成績は、次のとおりです。

井内第 3 位北方西準優勝町西優勝

11 月 3 日、 河之内問屋で白猪の滝ま つり

が行われ、 大勢の人でにぎわいました。

訪れた人は、滝までの散策のあと、 地元

の新鮮な野菜の即売やバザー、もちまき

( くじ入り ) などで楽しみました。

の
滝
ま
つ
り

岩
肌
を
透
く
水
の
輪
や
冬
日
濃
し

也
H

K

恵

、

》
d
a
y
-
-

-d

ノ
平
庁
ト

石
垣
の
陽
を
あ
つ
め
を
り
冬
葺近

藤
千

春

た
た
み
込
む
嶺
の
深
さ
や
紅
葉
谷

佐
伯
飛

鳥

ポ
ケ
ッ

ト
に
木
の
実
の
温
み
五
つ
六
つ

戒
能
多

喜

日

矢
と
ど
く

杉
の
木
の
間
の
椀
紅
葉

前
園

美
耶

滝
ま
つ
り
俳
句
会
秀
句

等
匹l

-



文化財めぐり 惨
11 月 3 1::1 、 文化 の1::1 、 文化財めぐりが行われ

ました。

中 |止城主止の小手ヶ滝城主1: (井内)や松尾城主t

(買 IJ之内 ) と 則之内焼の窯跡をめぐりまし t::. o

1君
、L 盟会

4 消
坊

体ハ
験二:
乗会
車量
11/8 

芸能発表会炉

11/9 

力メラレポート

11 月 6 日、はかま満緒さん

(放送作家 ) をお招きして文

化講演会が開催されました。

「人生を豊かにする会話と

ユーモア J と題した講演は、

その演題のとおり 、 たくみな

話術で最後まで聴衆をひきつ

けました。

作砂
口口口

~ /¥ 展
ザ 一刀ミ

11/7 
11/9 

4 はかま満緒講演会

河町文化祭素λ
主催/川内町文化協会・ )11

企

素人のど自慢大会 11/8
、
、
m

i
l
l
i
l
i
-
-
I
l
l
1
1
1
I
l
l
-

-

ノ

男
行
幸
子

悦
真
元
延

賀須
川
藤
本

高
森
近
山

曲
目
円

手品
万
骨
貝
骨
貝
晶
貝

優
秀
秀
演

最
優
優
熱

f
I
l
l
i
-
-
I
l
i
-

-
‘
、
\



力メラレポート

防火デ- ~ 
秋の全国火災予防

週間中の 11 月 9 日 、

防火デ一行事が行 わ

れました。

早朝、 川 内中学校

のグランドへ集合し

た消防団員は 、 きびきびと規律訓練に取り組みました。

訓練の後は、消防自動車で町内全域をパ レード し、

防火意識の高揚を呼びかけました。

v 川上幼稚園園舎

保育室 1 74.25m 
倉庫 1 4.32 m 
トイレ 1 12.96m 

f成》廊下 1 6.48m 
延べ床面積 98.01 m ﾎ.¥ 

.. 

企

4 健康になりま
専科

11 月 11 ・ 1 2 日の 2 日問、

「健康になりま専科J が福祉

館で、行われました。

約30名の参加者は 、 1 日目

チュ ー ブ体操、 2 日目生命の

貯蓄体操と、どこでも手軽に

できる体操を学びました。

中央公民館
エレベーター

お気軽にご利用ください。



TOPIC.、

の
説
明
を
受
け

TOU1 

川
内
中
学
校
で

北
方
獅
子
舞

十
月
十
五
日

、
北
方
獅
子
舞
保
存
会

会
長
の

池
川
昭

柴
さ
ん
を
お
招
き
し

て
、
町
指
定
無
形
文
化
財
北
方
獅
子
舞

の
学
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
川
内
中
学
校
が
地
域
に
あ

る
教
材
を
活
か
そ
う
と
始
め
た
も
の
で

、

育 川
館内
で中
行学
わ校
れ体

池
川
さ
ん
か

ら

北
方
獅
子
舞

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

た
後

、

生
徒
か
ら
は
、
保
存
会
に

対
す

る
質
問
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た

。

最
後
に
、
中
学
生
に
よ
る
、

北
方
獅

子
舞
が
演
じ
ら
れ
幕
と
な
り
ま
し
た
。

白
猪
の
滝
で清

掃
活
動

十
月
十

六
日

、

た
ば
こ
組
合
川
内

支

部
が

、

河
之
内
問
屋
の
白
猪
の
滝
駐
車

場
附
近
か
ら

、

白
猪
の
滝
口

ま
で
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

十

一
月

三
日
の
白
猪
の
滝
ま
つ
り
を

前
に
行
わ
れ
た
清
掃
活
動
で
周
辺
は
見

違
え
る
ほ
ど
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

8
9
6
6

・
2
2
2
2

(
代
)

有
線
2

1
1
1

丈
一

芸

川
内

吟
社
、
又化
祭
俳
句
会池

川
明
谷

投
句
函
へ
捻
る
一
句
や
菊
日

和

白猪のi竜!駐車場附近のごみ拾い

、 ⑮⑧⑧

一
枚
は
菜
と
な
り
し
怠
業
か
な

酒
さ
げ

て
村
長
も
来
る
牡
丹
鍋

岩
肌
の
銅
九
h
y

や
久
.
、
の
滝

品
仇
…
刷
や
九
く
も
り
た
る
え
り
烏
賊

茶
の
花
や
健
や
か
な
り
し
三
世
代

せ
に
座
す
女

ニ
人
や
糸
、
ぬ
く
く

盲
導
犬
ゆ
く
径
の
辺
の
落
葉
か
な

山

鳩
の
く
く
も
り
声
や
落
葉
径

イ
ス
カ
ウ
ト
、

十
月
十
八
日

、

井
内
で
ボ
|

し
く

る
る
や
川
に
動
か
ぬ
鳥
の
部

継
者
に
よ
る
稲
刈
り
が
行
わ
れ

滑
川
で
農
業
後

一
卜
坪
の
一
茶
の
基
や
散
り
紅
葉

ま
し
た
。

~婦人会から~

ー 失敗 ・ 出しそびれ業主舎を集めますコ ご |お
力下さい。

はがき入れのポストは、 l 月末まで中央

公民館の玄|共l に置きます。

この代金は、川内 118 社会福祉協議会まご

こ ろ銀行へ贈らせて頂き ます。

克

水
池
に

弾
み
ぬ
石
蕗
の
花

日
平
腸
の

・

肱
し

坂
道
夕
刊
亡

小
春
日

や
雀
が
純
を
接
い
て
ゆ
く

' 施設訪問 タオルありがとうございました。

1，134 枚集まりました。 この愛のタオル

を持っ て施設を訪問させて頂きます。 また、

不)fJ ，W， 手作り品を沢山ありがとうござい

ました。

' 桜学級 (お正月利租!.)

11 月 15EI (土 ) 医|際交流をしました。

12月 10EI (水 ) 7 ラ /λ科理(門凹征吾先生)

12月 13 日 (土) 和食料理 (松下政子先生)

ー 花いっぱい運動

12J'J 7 卜1 ( 日 )午前 8 時30分~

パーベナの下刈りをし ます。

ご協力を願える方は産業道路へご集合

く ださい。

高
須
賀
茅
花

宮

内
1笥

i頼
官
向
箔
リ
、
官
ハ
土
日
明
、
江

大
下

近
JI長

菅
皇子

能

回

長
"ヒ月乙

人h
A昌

j也

)1/ 

樋
ロ

才市也
川炉 ポカシ・ べっぴんしゃん作り

12 JJ 2111 ( H ) 午後 211寺 t 中央公民館大

ホール

選

竹
イ山

間
…+
f

典
子

千
春

斗
:j,. 

!を多
喜

静
i良

7)<. 

4を
史
子

ム
帽
子

明
谷



TOP/C TOU1 

さん

( rJtlll ) 

日
光

PERSON 

和田この満

γ
2
D
U
千
台
市
ツ
マ
タ
奄
ー蒸
す
疋
め
の
ム
ハ

札
口
、

j
l
l

一
一、
、

J
L
l

一一
市
、

:
L
l
z
T

A
じ
吉
、
\
/

一-
w

色
、
J

ー

コ
ム
ヤ
ス
ム
ヤ
コ
ム
ヤ

円
甑
映
を
復
活
/九

人
口
仏
、
μ
H
h
v
d
L
U、

、
、H
H
hヴ
グ
人
札
口
、
、
一
U
H
zグ
'
ん
ゲ
川
川
丸

J
H

ん
ゲ
/
ゲ
ハ

.

V

山可

川H
z
汐

滑
川
の
廃
屋
か
ら
、
コ
ウ
ゾ
・
ミ

一
晃
さ
ん
が
あ

ツ
マ
タ
を
蒸
す
た
め
の
「
樫
が
見
ざ
や
か
な
手
き

っ
か
り

、

元
林
業
試
験
場
跡

地
で
ば
き
で
竹
を
編

そ
の
補
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

み
、
「
た
が
」
を
作

こ
の
補
修
に
あ
た
っ
た
の
が
、
曲

里
の
和
田
義
雄
さ
ん
と
和
田

一
晃

さ
ん
で
す

。

り
、
「
甑
」
に
は
め

て
行
き
ま
す
。

一
晃
さ
ん
は
、

古
く

、

緩
ん
だ

「た
が
」
を
新
し

い
「
た
が
」
に
か
え
る
作
業
で
は、

た
い

」
と
最
後
に
話
し
て
い
ま
し
た

。

匡三日
二神京香ち ゃん

(12 月 41二| 生 )

おし ゃ まな京香、

元気で思いやりのある子に育ってね。

(父、旬より )

巨亙
大野24半 くん

川
柳
も
づ
く
吟
社
十
月
例
会士

五
百
撰
亭

山
本

土
ば
か
り
掴
ん
で
終
わ
る
餅
拾
い

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
事
実
無
柊
と
逃
‘
げ
隠
れ

田
中

都
築
登
貴
子

兵
実

を

知
ら
ぬ
幸

せ
な
さ
ぬ
仲

か
す
が
い
の
お
蔭
で
相
む
家
族
の
和

回
の
岡
田

州

篠
木
林J長
公
里

お
ひ
ね
り
を
掴
み
取
り
す
る
中
旅
役
者

真
実

を
か
く
せ
は
前
後
く
い
速
い

山
本
ひ
ろ
志

渡
部
佐
久
良

本
当
と
問
い
返

し

た
い
良
い
知
ら
せ

高
岡

特
タ
ネ

を

掴
ん
だ

-記
者
の
勇
み
足

岡

真
実

を
明
か
せ
ば
採
め
る
も
と
に
な
る

佐
ヤ
木
胡
舟

良
い

事
に
出
合
う

え
が

し
て
旅
を
す
る

本
当
を
云
之
、
ば
誌
に
角
が
え
っ

高一

瀬
喜
採
亭

十
二
月
例
会
案
内

兼場 日
題所時

十
二
月
六
日

(土
)
午
後
七
時
よ
り

中
央
公
民
館
三
階
会
議
室

忘
れ
る
・

昧
方

・

羽
根

(1 2 月 18101 ~I".) 

元気い っ ぱいのb:1í:くん。

お兄ち ゃ んと {III よくね。

( 父 、 旬より )

匡三日
武井RSff くん

( 12 月 23 卜| 生)

川
内
町

の
天

神

に
あ

っ
た
た
る
屋

/

で
修
業
、
た
る
や
お
け
を
作
れ
る
数
少
な
い
職
人

さ
ん
で
、
「
若
い
頃
は
、
酒
屋
の
た
る
を
直
し
た

り

、

秋
か
ら
春
に
か
け
て
は

、
山
あ
い
を
泊
り
歩
き

な
が
ら
、
た
る
や
お
け
を
直
し
て
い
た
」
そ
う
で
す
。

「
甑
」
も
最
後
の
“
泣
き輪
"
を
は
め
て

完
成
し

ま
し
た

。
一
晃
さ
ん
は
、
「体
が
思
う
よ
う
に
動
か

な
く
な

っ
て
き
た
が

、
何
か
残
る
も
の
を
作

っ
て
み友達一杯作っ て

いろんな i任験してください。

(父 、 母より )

f
九

豆

み評

一市
一
抜ロ

u

(12 月 27U 生 )

貴兄ち ゃ んと '(l IJ よく

元気で優しい子に育 っ てね !

(父、母より )

来月号は、 1 月生まれの満 1 歳

児を募集します。 12月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメントをお寄せください。 選
JF 
A ル

コf

o ・P
有

事
紫
ご日
1Jl)L 

i51'ｭ

舟
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夢 21
募世
集紀

150 
万
人
σ〉

県
で
は
、
来
る
べ
き
幻
世
紀

の
本
県
の
新
た
な
進
路
と
総
合
的

な
発
展
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
ら
か
に
す

る
た
め

、

「
新
し
い
愛
媛
県
長
期

の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い

ま計
す画
。 し一一

つ
き
ま
し
て
は
、
計
画
の
中
に

刑務同作業製品
展示即売会

県
民
の
皆
さ
ん
の
御
意
見

・

御
提

言
を
可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

御
意
見

・

御
提
言
等
を
左
記
に
よ

り
お
寄
せ
下
さ
い
。

口
募
集
期
間

平
成
9

年
叩
月
1

ロ
月
末
日

口
提
案
方
法

・
様
式
は
自
由
で
す
。

-

住
所
、
氏
名

(
ふ
り
が
な
)

、

年
齢
、
性
別
、
職
業
ま
た
は

学
年
を
書
き
添
え
て

郵
便
、

F
A
X

に
よ
り
お
送
り
く
だ

1 2 月 14 日(日)

午前 9 時から午後 3 時まで

松山刑務所

(重信町大字見奈良1243-2 )

n964-3355 

各種タンス ・ 食器棚等木工家具類、

藤製品、紳士靴、漆器類、石けん、

味噌、醤油、焼却炉その他小物類等

多数

模擬店、お楽しみコ ーナー

用)なども あります。

駐車場完備 (350台収容)

時口 日

(子ど も

所

口即売品

口その他

口場

さ
い
。

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
募
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

(c
-
N
T
Z号
一と
さ
さ
を
・
℃
-・伺
『-
nE
ヨ
白
・
」
℃ゐ

口
提
案
・
問
い
合
わ
せ
先

一T
7
9
0

・
7
0

愛
媛
県
企
画

2
9
4

1

・

謀
総
合
計
画
係(

内
根2
1
2
2

)

F
A
X
9
2

1

・

2
0
0
2

つ
臼
1

ム
1

i

1
i

-
女
と
男
の
い
き
い
き
社
会

“

つ
く
り

圃
作
品
募
集

口
応
募
内
容

・
エ
ッ

セ
イ

(
テl
マ
)

「
女
と
男
の
い
き
い
き
社
会

へ
私
の
一
歩
」

題
名
は
自
由
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ス

男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

し
た
、
わ
か
り
や
す
く
、
親

し
み
や
す
い
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
を

募
集
し
ま
す
。

口
応
募
期
限

平
成
凶
年
1

月
山
日
(
土
)
ま
で

口
応
募
資
格

愛
媛
県
内
に
在
住
の
方
(
年
齢
、

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

)

口
応
募
方
法

・
エ
ッ

セ
イ

四
O
O
字
詰
め
原
稿

用
紙
2

枚
程
度
に
記
入
し
、
封

書
で

お
送
り
く
だ
さ
い

。

題
名
、
氏
名

、

住
所
、
電
話

番
号
、
性
別
、
年
齢
、
職
業

ま
た
は
学
校
名
と
学
年
を
明

記
し
た
表
紙
を
つ
け
て
く
だ

，
、
ー
、

。

、
亡

i
v

-
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー

ズ

応
募
は
が
き
ま
た
は
官
製
は

が
き
に
、

一
枚
に
つ
き

一
点

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

。

氏
名

、

住
所

、

電
話
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
職

業
ま
た
は

学
校
名
と
学
年
を
明
記
し
て

く
だ
さ
い
。

口
応
募
先
友
び
問
い
合
わ
せ
先

一
丁7
9
0

・

7

0

愛
媛
県
生
活

文
化
部
女
性
局
女
性
政
策
課

エ
ッ
セ
イ
及
び
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
募
集
係2

9
4
7

・
2
2
3
5

1てま尤

55 平
会内
お捗

講義
三王董正 三3:三

語す
壬言る

口
内
容

①
パ
ソ
コ
ン

②
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

①
女
性
再
就
職
準
備
支
援
集
団

セ
ミ
ナ
ー

口
問
い
合
わ
せ
先

日
時
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
松
山
市
山
越
間
4
4
5

0

番
地
愛

媛
県
女
性
職
業
セ

ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

a副‘

だ
さ
い
0

2
9
2
3

・
2
2
0
1

口 ・・・・・12 日 12 J.、
月 寺キ在
日 時間間
J1 言電是E
?1s 言舌 Lこ
相関
談す
る
来怠
...6.. 
Eコ

9
時
1

n
時

口
相
談
内
容

差
別
問
題
、
児
童
生
徒
の
「
い

じ
め
」
・
体
罰
問
題
、
家
庭
問
題
、



イプブ才メ/ジョブ

近
隣
関
係
等
人
権
問
題
に
関
す
る

あ
ら
ゆ
る
相
談

(
無料
・

秘
密
厳
守
)

口
電
話
番
号
(
フリ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

)

ハ
U
1
i

ヮ
“
ハ
U

・

ハ
U
n
4
R
U

・

Fh
u
に
d
ハ
U

口 ・・圃・・
詰 日本目い
末 時談じ

8 議 室め
時日

深 な
1L や
持 み

口
場

所

中
央
公
民
館

口
相
談
員

池
川
温
子
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

口
相
談
電
話2

9
6
6

・
6
1
5
0

有
線
6
0

1

0

(無
料
・
秘
密
厳
守

)

-
ロ
月4
日
j

叩
日

園
人
権
週
間

毎
年
、
ロ
月

4

日
か
ら

日
日

ま
で
の

一
週
間
は
人
権
週
間
で
す
。

人
権
週
間
は

、

国
民
一
人
ひ
と

り
が
円
人
権
“
と
い
う
も
の
を
再

認
識
し
、
ま
た
、
自
己
の
行
為
に

よ

っ
て
他
人
の
人
権
を
侵
し

て
い

な
い
か
反
省
し
て
み
る
週
間
で
も

あ
り
ま
す
。

園
η
月
1
日

j
7

日

園
愛
媛
工
イ
ズ
予
防
週
間

エ
イ
ズ
に
関
し
て
の
疑
問
や
不

安
、
悩
み
な
ど
あ

る
方
は

、
保
健

所
の
夜
間
電
話
相
談
や
夜
間
血
液

検
査
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

(
い
ず

れ
も
ロ
月

1

日

・
2

日

・
3

日

の

口
時
か
ら
却
時
ま
で
の
問

実
施
)

口
夜
間
電
話
相
談

E
9
3
1

・

4
0
3
6

日
夜
間
血
液
検
査

(
無料
)

松
山
中
央
保
健
所
l

階
予
診
室

メこ 12
気月
3考 Iニt
染
i功
Jl:. 
ナ佐
進
月
間

きれいな大気を

守りたいから

アイドリンク・スト ッフ。 !

エ
ン
ジ
ン
を
か
け
た
ま
ま
自
動

車
を
駐

・
停
車
す
る
ア
イ
ド
リ
ン

グ
は

、

燃
料
を
無
駄
に
使
う
だ
け

で
な
く
、
排
ガ
ス
を
多
く
し

、

大

気
を
汚
染
し

ま
す
。

一
日

の
は
じ

め
の
暖
機
運
転
は

短
め
に
す
る
、
車
か
ら
離
れ
た
り

車
の
中
で
人
を
待
っ
た
り
す
る
と

き
に
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
な
ど
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
必
要
最
小
限
に

抑
え
ま
し
ょ
う

。

海
外
で
も

、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
規

制
に
取
り
組
む
国
々
が
増
え
て
い

ま
す
。

世
界
中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に

、

環
境
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

圃
国
の

園
教
育
口
l

ン

国
民
金
融
公
庫
で
は

、

高
校

、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
等
へ
の

入
学
費
用
や

、

在
学
中
の
授
業
料

な
ど
の
費
用
を
融
資
す
る
「
国
の

教
育
ロ
l

ン
」
の
申
込
を
受
付
し

て
い
ま
す
。

低
利
で
手
続
き
も
簡

単
で
す
。

ご融資額
学生 ・ 生徒お一人につき

150万円以内

手IJ 一←;_:，寸か'一、一' 、
年2.7% (固定金利 )

(平成 9 年 8 月 29 日現在)

ご.j!i i斉期間 8 年以内

据世期間
在学期間以内で元金据

置可 能

係i 言iE
(財 ) 教育資金融資保証基

金または保吉正ノ \. ( 1 名以上)

6

カ
月
間
以
上
の
海
外
留

学
資

金
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

口
問
い
合
わ
せ
先

干
7
9
0

松
山

市
三
番
町
6

の

7

の
3

国
民
金
融
公
庫
松
山

支
店
教
育

ロ
l

ン
係
ま
で

2
9
4

1

・
6

1

4
8

5522 

2019 

5568 

2612 

5654 

5486 

.有線放送電話加入者異動のお知らせ ( 10月中 ) .

口脱退

小坂

滑川上

中之 IU]"

ノす ゴ=:
l心、 iコ

小 坂

小 坂

萩野勝義

杉原 環

マヤ衣料松山工場

近藤マツコ

江 戸清

江戸清一(工場)

a画h

.~~月ごみの収集日・ 毒婦吋F6;13
1 . もえるごみ

収集曜 日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷 ・西谷

士'=母-
月・木 土谷 ・滑 I 11 ・ 奥松瀬川 変更なし

天神 ( 111 回団地を除 く )

火・金
北方 1 2月 23 日 (火)を

週 南方 12月 22 日 ( 月 ) に収集

水-土
前松瀬川 . UJ 問団:11!!.横 i疑団地 1 2月 31 日 (水) を

町筋 (天神を除< ) 1 2月 30 日 (火) に収集

2. もえないごみ・有資源回収

収集地域 ガうス ー空ビン類 空き告等金物類 有資源回収

東奇 目西fs

土谷・滑川 ・奥松瀬川 12月 8 日 (月 ) 12~ 25 日 (木) 12月 15 日 間 )
天神(山田団地を除 <)

北方 12月 9 B (火) 12月 26 日 (金) 12月 16B (火)
南方

町筋(天神を除く )

12月 10 日 (水)前松瀬川 12月 24 日 (水) 12月 17 日 (水)
山田団地 ・横灘団地



健康センターから

12月健- ι報;
-健康センター e966-2191 有線5833

置語附加諸長幸a・

0 3 歳児健診
日時 12月 11 日(木)

受付午後 l 時 ~ 2 時

場所 健康センタ ー 2 階

対象児 平成6年4 月 ~ 6 月 生まれの幼児
内容 身体ìlllJ定、小児科診察、 歯科

診察、保健指導 (栄養 ・ 歯科 )

持参品 母子健康手帳、アンケー卜

(事前に送付します)

0育児相談

日時 12月 18 日 (木)
受付午前 9 n寺 ~ 1O時

場所 健康センター l 階

対象児 平成 9年 5 ・ 6 月、平成 8年

10 ・ 11 月生まれの乳児

( 6 .7 ヵ月児、 13 ・ 14 ヵ 月 児)
内容 身体測定 、 発達チェッ夕 、

保健指導 、 栄養指導
持参品 母子健康手帳、アンケート

(事前に送付します )

0育児学級

日時 12月 18 日(木)
受付午後 1 ~ 2 時

場所 健康センター I 階

対象者 平成 9年 8 ・ 9 月、平成 9 年
1 . 2 月 生まれの乳児

( 3 ・ 4 ヵ月 児、 10 ・ 11 ヵ月児)

内 容 身体iWJ定、発達チェけ、小児科診察
保健指導、 栄養指導

持参品 母子健康手帳、 アンケート
(事前に送付します)

Ei:.l [揖詰Eヨ

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日
午前 9 時 ~ 12時

場所 健康センター 1 I暗

持参品 母子健康手帳
内容 身体制定、育児相談

置曜講i瑞週・

0健康相談・栄養相談

血圧ìWJ定 、 尿検査を行っています。
{住康に関する こ とはお気軽にごi:f:l f.j~

下さい。

日時 毎週水曜日
午前 9 時 ~ 121待

場所 ↑住康センター l 階

運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だったり 、 お年寄り
の痴呆等の4・目談をお受けしています。

日時 平成 9 年12月 9 日 (火)
午前9時30分 ~ 12時

場 所 健康センター及び家庭訪

問

(注) 予約制ですので、 事前に保健

婦までご連絡下さい。

0滑川健康相談

日時 平成 9 年12月 1 7 日 (水)
生i拍喜七ノト 午前11時 ~ 12尚

海上 午後 l 時30分~ 211寺20分

九騎 午後 21侍30分~ 311寺30分

日 日寺 対象児 と 注意事項

種
3 カ 月 ~ 7 ;寂 6 カ月の者。混 12月 2 1':1 ( 火)

A、 * 13" 日 ぜきにかかった こ とのある方は二種混合 ( ジEコ
午後 21時 ~ 3 11寺

フテ リ ア . lVl 1葛原りを受付で申し出て受けて下さい。

。場所 健康センター 2 階 。持参品 母子健康手帳 、 予防接種手帳 、 体刊誌|

4�t 

-U~田富山E

理学療法士による機能回復の訓練を行っ
ています。

日 時 毎週水曜日午後 l 時 ~ 3 時

場所 ガリラヤ荘

(注) 1'1'1 し込みが必要ですので、保健婦ま
でご連絡下さし、c

EEii監誼陸型置量畠匡園田園
日時 毎週月 H程日

午前 8 時30分~ 10時

場所 (住康センター

持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札

予防j主射 j斉票

-置
日時 12月 25 日 (木 )

午前911寺30分~午後 4 時
場所 松下寿 (株)

EI'J;:~亙~もヨ医園

(診療時間 : 午前 8 時30分~午後 5 n寺30分)

日 当番医 住所 電話
7 日 辻井循環器内科

重信町田窪 964-0013 
( 日曜日 ) 小児科

14 日 山本内科、目時科 川内 118 北方 966-2066 
( 日 l曜日 )

2lEI 岸本医院 川内 IIIJ 北方 966-5670 
( 日 l壊 円 )

23 日 八木耳』j咽喉科
重信町牛i持j 964-5400 

(天皇誕生日 ) 皮IlïH

28EI 中川病院 松山市南梅本 976-7811 
( 日 Irl，1EI )

3lEI 国立療養所 重信 IIIT横河原 964-2411 
(水曜 日 ) 愛媛病院

24時間体制

川内町在宅介護支援センター

9 6 6 -6 2 5 0 



Photo 

表紙の写真
11 月 1 6 日、 i骨川生活改善センターグラン

ドで、ためともまつりが開催されました。

源為朝に扮した鎧姿の若者が、弓を試射
して、まつりがスタート 。弓の試射、つり

ほり、のだてなどのアトラクションのほか、
ノ Tーベキュー、しし鍋、特産品販売などで

訪れた人は、秋の一日を楽しみました。

口

世帯数

戸籍の窓
(10月 受付分 ・ 敬称11陪)

町の動き
(1 1 月 1 日現在)

11 ，011 人 (+4 人)

5 ，227人 (+ 9 人 )

5，784人 ( -5 人)

(+ 4 戸 )3 ，678戸

男

女

人

すお誕生おめで と うございま す

川
内
の
製
瓦
業

昔
、
問
内

を
歩
く
と
、
た

る
屋

、

か
ご
屋
、
か

わ
ら
屋

、

な
わ
屋

、

か
じ
屋
な
ど
が
軒
を
並
べ
て

お
り

、
通
り
す
が
り

に
中
を
の
ぞ
い
て
い

っ
た
こ

と
の
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

生
活
様
式
の
変
化
な
ど
で
姿
を
消
し
て

い
っ
た

F

な
り
わ
い

ο
も
多
く

、

写
真
の
製
瓦
業
も

、
昭

和
三
十
年
ご
ろ
か

ら
ボ
フ
ロ
ッ
ク
建
築
や
ス
レ

ー

ト

瓦
の
普
及
な
ど
の
影

響
を
受
け

、
昭
和
三
十
九
年

ご
ろ
廃
業
と
な

り
ま
し
た

。

な
つ
か
し
の
写
真

を

募
集
し
て
い
ま
す
f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

住所 保 護者 名前 生年月日

茶堂団地 "1 リ 11 忠良 I J d彩"占 子』 10. 1 

同 スモ J1111， 高須賀次郎 設I 9.27 

茶堂団地 近藤誠二 奏そ , 9.28 

j~ 黒 川 愛吉 ~寸F、 旦i.",- 10. 8 

市 場 山本孝一 彩 iJt 10. 8 

上 砂渡部制It j会会与 10.14 
女ごめい福をお祈りいたします

住 所 氏 名 年齢 死亡のE 世帯主

ホ'"本ミ 白井野 貞 ~'t 75 10. 3 IHJI~'ì- 貞義

{官J1 1 ヒ 杉原 玖2 68 10. 2 杉原 1県

横 {型Il 1111 i皮 千代子 86 10.14 1111ilJ( tJí~ 1I日

旦之仁 水野君子 82 10.13 L11:JI'劦ﾋ; tt 

徳 1:二I-1 近藤 マツコ 85 10.20 近藤 マツコ

森 f!~ EEI キヨ 88 10.20 熊 1+1 慶一

土 谷 佐伯高校 64 10.24 佐官~I l;fHH 
市 場 11主音11 'J ニ子 85 10.24 波自11 久徳

ガ リ ラヤ fj 111内秋光 83 10.11 LlJ I人l 秋光

井
内

の
赤
そ
ば
を
取
材
に
行
き

、

そ
の
そ
ば
の
花
の
み
ご
と
さ
に
感

動
し
ま
し
た
。

こ
の

広
報
が
出
る
頃
に
は
、
花

の
時
期
も
終
わ
っ
て
お
り
ま
す
が
、

見
て
楽
し

ん
だ
後
は

、

食
べ
て
楽

し
む
こ
と
が
残
っ

て
い
る
の
で
す

が
、

い
っ

こ
う
に
収
穫
の
情
報
が

入
り
ま
せ
ん
。

こ
の
記
事
を
読
ん
だ
栽
培
グ

ル

ー

プ
の
方
、
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

編集/JII内町総務課
〒 79ト03 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地
TLE (089)966-2222 有線2 1 11

印刷/岡田印刷
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井
内
の
永
井
公

一
さ
ん
の
休
耕
田
を
利
用
し
て
、

赤
そ
ば
の
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

永
井
さ
ん
が
非
農
家
の
人
に
呼
び
か

け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
、

そ
ば
の
種
は
、
長
野

県
の
農
協
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
原
産
の

と
い
う
品
種
を
取
り
寄
せ
ま
し
た

。

「
古
田
領
ル
ビ
l

」

高
嶺
ル
ビ
ー

そ
ば
と
い
え
ば
、

可
憐
な
白
い
花
が
畑

面

咲
い
て
い
ま
す
が

、

こ
の
そ
ば
の
花
は
、

淡

最
初
、

い
ピ
ン
ク
色
で

、

畑
全
体
が

徐
々
に
赤
み
を
増
し
、

そ
の
名
の
と
お
り
ル
ビ

l

色
に
輝
き
ま
す
。

ス
ス
キ
の
穂
が
ゆ
れ
る
中
で
、

こ
こ
だ
け
は
、

ま
る
で

春
の
よ
う
で
す
。


